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　令和 7 年第 3 回定例会を６月 11 日から 23
日までの 13 日間の会期で開催しました。
　この定例会では、「令和 7 年度大阪府茨木市
一般会計補正予算（第１号）」などの議案、意
見書等を審議しました。

６ 月 定 例 会

スマートフォン等スマートフォン等
で読み取ることがで読み取ることが
できます。できます。
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令和7年 (2025年) 8月1日発行
市議会だより

一般質問※二次元コードをスマートフォン等で読み取ると、本会議の録画配信がご覧いただけます。

第３回定例会 

一般質問

小
学
校
へ
の
登
校
方
法
は
、
集

団
登
校
お
よ
び
個
別
登
校
が
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
採
用
し
て
い
る
学

校
数
は
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
採
用
し
て

い
た
登
校
方
法
を
途
中
で
変
更
し
た
学

校
数
と
、
変
更
に
至
っ
た
経
緯
は
。

市
立
32
校
中
23
校
が
集
団
登
校
、

９
校
が
個
別
登
校
で
あ
る
。
登

校
方
法
を
変
更
し
た
学
校
は
、
令
和
６

年
度
に
１
校
あ
っ
た
ほ
か
、
７
年
度
は

す
で
に
１
校
あ
り
、
今
後
１
校
が
予
定

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も

集
団
か
ら
個
別
へ
の
変
更
で
あ
り
、
集

団
登
校
の
業
務
を
担
う
地
区
委
員
の
負

担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
当
該
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

自
転
車
駐
車
場
の
定
期
利
用
待

ち
人
数
は
、
阪
急
側
で
は
別
院

町
自
転
車
駐
車
場
が
２
千
人
超
え
、Ｊ

Ｒ
側
で
は
東
口
自
転
車
駐
車
場
が
１
千

人
超
え
と
、市
内
各
所
に
お
い
て
か
な

り
の
数
で
あ
る
。
待
機
中
は
一
時
利
用

を
さ
れ
る
た
め
、一
時
利
用
枠
も
さ
ら

に
混
雑
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
定

期
利
用
枠
の
増
枠
を
は
じ
め
と
し
た
駐

車
環
境
の
さ
ら
な
る
改
善
が
必
要
と
考

え
る
が
、市
の
見
解
は
。

自
転
車
駐
車
場
の
利
用
状
況
等

の
把
握
に
努
め
、
利
用
区
分
の

阪
急
茨
木
市
駅
周
辺
整
備
計
画
に
つ
い
て

大
阪・
関
西
万
博
に
よ
り
大
阪
が

活
気
づ
い
て
い
る
今
、交
通
ア
ク

セ
ス
良
好
な
本
市
に
お
い
て
、飲
食
店
が

集
中
す
る
阪
急
茨
木
市
駅
東
口
周
辺
は

特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
見
込
め
る
エ
リ

要介護３以上の認定を受けている 65 歳以上の人など、所定の利用要件を満たして
いる世帯を対象に市が実施している、戸別訪問によるごみの玄関先収集のこと。

自
転
車
駐
車
環
境
の
改
善
を

障
害
の
あ
る
方
の
大
学
修
学
支
援
を

小
学
校
児
童
の
登
校
方
法
に
つ
い
て

左記二次元コードから
録画配信をご覧いただ
けます。

　一般質問を 6月 11日、12日の 2日
間にわたり行いました。
　主な質問内容は次のとおりですが、
誌面の都合上、質問の一部しか掲載で
きません。詳しい内容は、市議会ホー
ムページ等で公開予定の会議録をご覧
ください。（８月下旬予定）

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

   

米
川
　
勝
利

国
の
示
す
地
域
生
活
支
援
促
進
事

業
の
一
つ
に
重
度
訪
問
介
護
利
用

者
の
大
学
修
学
支
援
事
業
が
あ
る
。
若

者
が
障
害
等
を
理
由
に
学
び
を
諦
め
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
る
方
に
寄
り
添
う
本
市
福
祉

行
政
で
あ
る
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

近
隣
市
同
様
、
制
度
と
し
て
導
入
し
て

は
と
考
え
る
が
、
課
題
や
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

市
民
や
各
団
体
、
関
係
機
関
か
ら

様
々
な
お
声
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
そ
の
中
か
ら
国
の
施
策
動
向
や
地

域
の
実
情
等
に
応
じ
て
、
実
施
す
る
事

業
の
選
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
、他
自
治
体

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
計
画
的
な

事
業
の
推
進
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

問

再
編
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者
と
調
整

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
料
金
体
系
の

見
直
し
や
民
間
施
設
の
活
用
な
ど
、
需

給
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
に
向
け
た
取
組
み

を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

答 問

問

ア
と
考
え
る
が
、周
辺
に
宿
泊
施
設
が
な

い
こ
と
で
需
要
を
取
り
こ
ぼ
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。ま
た
、禁
煙
エ
リ
ア
の

駅
前
ソ
シ
オ
ビ
ル
前
の
喫
煙
に
つ
い
て

も
問
題
だ
と
考
え
る
が
、市
と
し
て
喫
煙

ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

駅
周
辺
に
求
め
る
都
市
機
能
に

つ
い
て
は
、既
存
の
機
能
を
踏
ま

え
中
心
市
街
地
全
体
で
充
足
さ
せ
て
い

く
考
え
で
あ
り
、宿
泊
施
設
に
つ
い
て
も

ニ
ー
ズ
か
ら
必
要
性
を
見
極
め
た
上
で

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
西
口
駅

前
周
辺
の
再
整
備
に
お
い
て
、喫
煙
所
の

設
置
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

答 問

答

答

（※１）茨木市スマイル収集：

  

大
阪
維
新
の
会

   

栗
尾
　
憲

  

い
ば
ら
き

　
　  

未
来
の
会

  

櫻
井
　
淳
貴

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

   

辰
見
　
直
子

別院町自転車駐車場
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一般質問

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

他
市
の
取
組
み
に
対
す
る
市
の
認
識
と

今
後
の
対
応
は
。

他
市
の
取
組
み
は
再
資
源
化
に

お
い
て
有
用
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
市
民
へ
の
啓
発
や
事
業

者
と
の
調
整
な
ど
に
時
間
を
要
す
る
た

め
、
取
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
令
和
７
年

６
月
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
茨
木
に
設
置

さ
れ
た
廃
食
用
油
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
つ

い
て
、
効
果
的
な
周
知
方
法
な
ど
を
協

議
・
調
整
し
て
い
く
。

ス
マ
イ
ル
収
集（
※
１
）が
、高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
方
の
見
守
り
機

能
を
果
た
し
て
い
る
側
面
は
あ
る
か
。ま

た
、他
市
と
比
べ
利
用
者
が
少
な
い
理
由

に
つ
い
て
庁
内
で
共
有
、検
討
は
し
て
い

る
の
か
。さ
ら
に
、近
隣
市
と
の
制
度
の

違
い
、今
後
の
制
度
拡
充
に
向
け
た
課
題

や
改
善
策
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

複
数
回
ご
み
排
出
が
な
い
場
合
、

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
か
ら
の
呼
び
か

け
や
代
理
人
へ
の
連
絡
を
行
っ
て
い
る
。

利
用
者
の
声
は
必
要
に
応
じ
職
員
間
で

共
有
し
て
お
り
、利
便
性
の
高
い
制
度
設

計
に
向
け
て
検
討
す
る
。
近
隣
市
は
要

介
護
２
の
方
ま
で
が
対
象
で
あ
る
こ
と

が
主
な
違
い
で
あ
る
。
今
後
、ご
み
の
減

量
、再
資
源
化
や
収
集
体
制
等
、全
体
的

な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
就
学
援
助
制
度
で
は
、申
請

者
の
う
ち
、毎
年
約
５
０
０
人
の

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
が
施
設

に
入
居
す
る
際
、
身
元
保
証
人

が
お
ら
ず
、
や
む
な
く
民
間
の
高
齢
者

身
元
保
証
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
身
寄
り
の
な

い
高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
市
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

様
々
な
民
間
団
体
に
よ
り
、
身

元
保
証
に
加
え
、
日
常
生
活
や

死
後
事
務
な
ど
の
各
種
手
続
き
を
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
関
係
部
署
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
等

を
行
い
な
が
ら
、
他
市
の
状
況
等
を
参

考
に
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

廃
食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

問答

（※２）SAF(Sustainable Aviation Fuel)：

問

ス
マ
イ
ル
収
集
制
度
の
課
題
は

就
学
援
助
制
度
に
お
け
る
段
階
的
援

助
の
考
え
は

持続可能な航空燃料。廃食用油などを主な原料として製造され、従来使用さ
れている化石燃料（石油など）からつくったジェット燃料とくらべ、CO2
削減効果があると考えられている。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
へ
の
支
援
は

市議会のうごき
4
月 11 日 議会広報委員会

幹事長会

５

月

８日 幹事長会

９日 議会広報委員会
議員研修会

12 ～
13 日

総務常任委員会視察（山梨
県韮崎市、甲府市）

14 日 議員総会

19 ～
20 日

文教常任委員会視察（香川
県小豆郡小豆島町、香川県）

21 ～
22 日

民生常任委員会視察（神奈
川県茅ヶ崎市、海老名市）

建設常任委員会視察（神奈
川県大和市、東京都町田市）

６

月

３日 議会広報委員会

５日 幹事長会
議会運営委員会

11 日 本会議 ( 初日 )
12 日 本会議 ( ２日目 )

19 日 幹事長会
議会運営委員会

23 日
本会議 ( 最終日 )
議員総会

  

公
　
明
　
党

   

北
原
　
正

  

い
ば
ら
き

　
　  

未
来
の
会

  

仁
木
　
和
芳

 

自
由
民
主
党
・
絆

   

下
野
　
巖

他
市
で
は
、
民
間
事
業
者
と
連
携

し
、
廃
食
用
油
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
や
Ｓ
Ａ
Ｆ（
※
２
）へ
の
再
資
源

化
お
よ
び
回
収
促
進
の
仕
組
み
づ
く
り
な

廃食用油回収ボックス（イオンモール茨木 )

答

答問

児
童
・
生
徒
が
認
定
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

世
帯
に
対
し
、
給
食
費
や
学
用
品
費
な

ど
、
学
校
生
活
に
必
要
な
補
助
対
象
品

目
ご
と
に
段
階
的
に
援
助
を
行
う
考
え

は
あ
る
か
。

就
学
援
助
制
度
は
、
生
活
保
護

世
帯
に
準
じ
る
経
済
状
況
の
世

帯
を
対
象
と
す
る
制
度
の
た
め
、
段
階

的
な
援
助
は
な
い
が
、
認
定
に
当
た
っ

て
の
所
得
基
準
額
を
生
活
扶
助
基
準
額

の
１
．15
倍
に
設
定
す
る
こ
と
で
、生
活

扶
助
基
準
額
を
少
し
上
回
る
所
得
の
世

帯
も
対
象
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

  

大
阪
維
新
の
会

  

浅
野
　
優
子

問

答
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令
和
７
年
度
の
市
民
税
は
想
定

以
上
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。

市
民
生
活
を
年
度
末
ま
で
見
通
し
た
と

き
に
、
負
担
軽
減
策
が
商
品
券
事
業
だ

け
で
よ
い
の
か
。
今
年
度
黒
字
が
見
込

ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
一
部
を
保

険
料
の
軽
減
に
充
て
る
ほ
か
、
市
民
税

の
増
収
分
で
市
民
生
活
を
物
価
高
騰
か

ら
守
る
対
策
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
る

も
の
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

こ
れ
ま
で
も
必
要
と
な
る
施
策

は
予
算
化
し
、事
業
継
続
中
で
あ

る
。
今
後
も
引
き
続
き
社
会
情
勢
等
を

注
視
し
、局
面
に
応
じ
必
要
な
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。な
お
、支
援
策
は
国
の

交
付
金
や
市
の
財
政
調
整
基
金
等
を
活

用
し
実
施
し
て
い
る
。繰
越
金
は
災
害

へ
の
対
応
や
各
種
給
付
費
な
ど
、当
該

年
度
の
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
財
源

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
本
市

の
意
欲
を
示
す
た
め
に
も
、
脱
炭

素
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
計
画
に
Ｓ

Ａ
Ｆ
の
取
組
み
を
組
み
込
ん
で
は
ど
う

か
。
取
組
み
に
当
た
っ
て
は
、
廃
食
用

油
の
回
収
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｆ
製
造
へ
の
連
携
、

そ
の
た
め
の
近
隣
自
治
体
や
企
業
と
の

広
域
連
携
等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
現
状
の
認
識
と
今
後
の
可
能
性
は
。

近
隣
自
治
体
の
取
組
み
は
認
識

し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

イ
オ
ン
モ
ー
ル
茨
木
に
廃
食
用
油
の
回

収
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
、
市
内
事
業

近
隣
市
で
は
移
動
手
段
と
し
て

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
、
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
の
利
用
網
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
既
存
の
公
共
交
通
を
補
完
し
、
市

内
各
鉄
道
駅
か
ら
公
共
施
設
等
へ
の
移

動
や
市
内
周
遊
の
手
段
の
選
択
肢
を
広

げ
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
導
入
に
つ
い

て
市
の
考
え
は
。

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
は
交
通
を
補

完
す
る
有
効
な
手
段
の
一
つ
だ

と
考
え
る
。
路
線
バ
ス
等
の
既
存
交
通

事
業
へ
の
影
響
、新
た
な
交
通
モ
ー
ド

導
入
に
伴
う
事
故
の
誘
発
、ヘ
ル
メ
ッ
ト

問

問 脱
炭
素
に
向
け
Ｓ
Ａ
Ｆ
へ
の
取
組
み
を

能
登
半
島
地
震
で
は
、
水
道
管

が
破
断
し
、長
期
間
水
道
が
使
え

な
い
状
態
が
続
い
た
。
本
市
に
お
け
る

本
市
水
道
の
災
害
へ
の
備
え
は

答 市
民
生
活
を
支
援
す
る
物
価
高
騰

対
策
を

 議会基本条例の研修会を開催

  

会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

  

大
嶺 

さ
や
か

  

大
阪
維
新
の
会

   

岩
本
　
守

 
自
由
民
主
党
・
絆

  
西
野
　
貴
治

問

  

公
　
明
　
党

  

松
本
　
泰
典

問

水
道
管
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、現
状
と

今
後
の
計
画
は
。
ま
た
、断
水
時
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

本
市
水
道
管
の
耐
震
化
率
は
、 

令
和
６
年
度
末
時
点
で
基
幹
管

路
が
54
．７
％
、
管
路
全
体
で
28
．１
％

で
あ
る
。
計
画
の
中
間
年
度
で
あ
る
９

年
度
末
ま
で
に
基
幹
管
路
59
．４
％
、

管
路
全
体
で
30
．３
％
と
な
る
よ
う
耐

震
化
を
進
め
て
い
る
。
断
水
時
は
市
内

約
７
割
の
配
水
区
域
に
お
い
て
、大
阪

広
域
水
道
企
業
団
の
村
野
浄
水
場
系
と

三
島
浄
水
場
系
の
２
系
統
に
加
え
、十

日
市
浄
水
場
の
自
己
水
の
３
つ
の
水
源

か
ら
配
水
が
可
能
で
あ
る
。

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
を

答

者
が
回
収
し
再
資
源
化
を
行
う
と
聞
い

て
い
る
。
今
後
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
の
事
業
者
間
連
携
等
に
加
え
、
他
市

や
市
内
事
業
者
の
取
組
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
有
効
性
を
見
極
め
、
事
業
者
間

の
協
業
事
業
の
促
進
な
ど
も
視
野
に
入

れ
つ
つ
、市
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

答 着
用
の
問
題
等
の
懸
念
が
あ
り
、そ
れ
ら

が
解
消
で
き
れ
ば
、ま
ず
は
実
証
実
験
か

ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

　令和 7 年 5 月 9 日に茨木市議会基本条例に基づく議員研修会を開催しました。

　この研修には、講師兼コーディネーターとして法政大学法学部教授の土山希美枝氏を
迎えるとともに、条例策定時に部会
長・副部会長として尽力された元市
議をお招きし、意見交換もしました。
　今後も、同条例の理念に基づき、
行動力と活力にあふれる存在感のあ
る議会をめざします。　       
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◆議長（自由民主党・絆：福丸　孝之議員）は採決に加わりません。
◆６月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、６月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

◎事前復興まちづくり計画の策定支援を求める　
　意見書
◎地方消費者行政に対する恒久的な財源確保等　
　を求める意見書
◎高額療養費見直しの丁寧な検討等を求める意　
　見書

６月定例会で可決された 意見書を関係機関に送付し
ました。

   可決された意見書

　令和 7 年 5 月 20 日に開催された「全国市
議会議長会第 101 回定期総会」
において、市議会議員として長
きにわたり、地方自治の発展と
振興に貢献した功績により、上
田議員が表彰を受けました。

全 国 市 議 会 議 長 会 
永 年 表 彰

上田 光夫 議員
議員 20 年

（ ○：賛成、×：反対）

６月定例会議決結果

大 阪 維 新 の 会 自 由 民 主 党 ・ 絆 公 明 党 い ば ら き
未 来 の 会

会 派 に 所 属
し な い 議 員

結　
果

栗
尾　
　
憲

岩
本　
　
守

浅
野　
優
子

長
谷
川　
浩

川
口　
元
気

円
藤
こ
ず
え

永
田　
真
樹

西
野　
貴
治

塚　
　
　
理

上
田　
光
夫

下
野　
　
巖

北
原　
　
正

和
田　
美
紀

松
本　
泰
典

青
木　
順
子

大
村　
卓
司

仁
木
　
和
芳

櫻
井
　
淳
貴

西
本
　
睦
子

安
孫
子
浩
子

片
岡　
　
真

佐
藤　
　
恵

森
本　
麗
子

大
嶺
さ
や
か

辰
見　
直
子

米
川　
勝
利

山
下　
慶
喜

人
　
　
事
　
　
案
　
　
件

人権擁護委員推薦につき意見を求める
ことについて【上道 小太郎 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答申

( 適任 )

人権擁護委員推薦につき意見を求める
ことについて【田畑 敬 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答申

( 適任 )

人権擁護委員推薦につき意見を求める
ことについて【入交 享子 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答申

( 適任 )

人権擁護委員推薦につき意見を求める
ことについて【道滿 正義 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答申

( 適任 )

人権擁護委員推薦につき意見を求める
ことについて【辻 輝也 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答申

( 適任 )

専決処分につき承認を求めることについて
（茨木市市税条例の一部改正について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

補
正
予
算

令和７年度大阪府茨木市一般会計補正
予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

令和７年度大阪府茨木市一般会計補正
予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ
　
の
　
他

茨木市立障害者生活支援センターの指
定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

訴えの提起について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請負契約締結について（市庁舎南館東
エレベーター改修事業） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

動産取得について（学習者用コンピュー
タ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 可決

動産取得について（消防ポンプ自動車）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

動産取得について（救急自動車） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会派・議員名

件　　　 　名

専
決
処
分


